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はじめに 
近年、中国において自国の漫画作品を対象とした研究が増えてきた。その代表的な著作
として畢克官・黄遠林『中国漫画史』、文化藝術出版社、2006 年(1986 年初版の改訂版）や
甘険峰『中国漫画史』、山東画報出版社、2008 年などが挙げられるが、このほか、日本の
アニメやコミックに影響を受けた「マンガ1」を含む漫画史・漫画研究にも関心が広がって
いる。だが、これらの先行研究の多くは現中国共産党政権およびその文化政策の肯定化・
正統性を是とする内容であり、毛沢東や中国共産党などを批判する漫画がそこで取り上げ
られることは皆無と言える。 
そんな中、2004 年に中華民国期（1911 年－1949 年）発行の漫画雑誌が影印本として出
版され、その一部にはこれまで入手が困難であった日本占領地区（淪陥区）発行の漫画誌
も含まれていた。今回はその影印本『民国漫画期刊集粹』（姜亜沙編、全 10 冊、全国図書
館文献縮微複製中心、2004 年）に収められた漫画誌のうち、特に『北京漫画』に注目する。
当該誌は日本軍部統制の武徳報社発行であり、その編集には日本人漫画家が関わり、漫画
家自身の回想録や日本人の漫画研究者による聞き取りなどから当該誌に関する記述も散見
できた。これらを端緒として、日中戦争期における『北京漫画』出版の背景や具体的な図
版を提示しながら、従来の中国漫画研究では語られることが寡少であった「日本占領区に
おける漫画」を再検討する。 
テキストは上述の『北京漫画』影印本を用いる。この『民国漫画期刊集粹』は全 10 冊の
中に中華民国期の漫画誌を計 15 誌分収録しているが2、『北京漫画』はその第 9 冊・第 10
冊である3。収録号は第 2 巻 1 期（1941 年 1 月）～第 4 巻 9 期（1943 年 9 月）であり、第
                                                  
1 ここでの「マンガ」は特にストーリーマンガやコミックの類を指す。日本では「漫画」（漢字表記）を
使うと新聞の政治諷刺漫画や 4コマ漫画を指し、「マンガ」（カナ表記）を使うとストーリーマンガやコ
ミックを指すと区別する場合がある。中国でも、政治諷刺漫画などを「漫画」、ストーリーマンガやコ
ミックの類を「卡通」・「新漫画」などと区別することがある。また、ストーリーマンガやアニメの総称
として「動漫」が使われることも多くなっている。南雲大悟「中国大陸における漫画の展開と現状」日
下翠編『漫画研究への扉』梓書院、2005 年、pp29－32 
2 中華民国期に出版された漫画誌のうち、なぜこの 15 誌が採択されたのかは不明である。編集長・姜亜
沙は第一冊冒頭の「影印前言」にて「『民国漫画期刊集粹』は我々が精選する第一弾である。漫画事業
を大いに発展させるため、漫画芸術及び中国の伝統文化を伝承するために、我々はさらに続けて関連画
集を出版し、多くの読者の要望にこたえる」と述べ、他誌を含む続編発行の可能性も示す。姜亜沙『民
国漫画期刊集粹』第一冊、全国図書館文献縮微複製中心、2004 年、p4 
3 第 9 冊は『北京漫画』のみで、第 10 冊は『北京漫画』に続き、『非常時漫画』・『西風漫画』・『中華漫
画』・『万象十日画刊』の 4 誌が収録されている。 
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1 巻（1940 年）計 6期分及び第 3巻 5～6・8・10 期が欠号となっている。 
１．日中戦争期の中国漫画 
 羅長春（2008：pp70－71）はこの時期の中国共産党統治区における漫画のテーマを次の
4つに分類している。 
①国民党の抗日への消極的姿勢  
②軍民の活気ある生活 
③日独伊の侵略行為       
④延安におけるよくない現象 
 
日中戦争期の代表的な漫画作品が収められた中国革命博
物館編『抗日戦争時期宣伝画』文物出版社、1990 年を確認
すると、上記分類①に関しては、国民党への批判を表す
作品は見当たらず、逆に「国共合作」を印象付ける作品
が幾つか掲載されていた（図１）。 
日本占領区との比較を行うべく、まずは羅氏の分類に
沿って、残りの②～④項についても『抗日戦争時期宣伝
画』所収の作品を例示しておきたい。 
 
②軍民の活気ある生活 
  作品では秋の収穫や農作業後の団欒など日常の
一場面が描かれる以外に、人々の生活と密接に結び
つく「戦時」の様子を含むものが多い。 
（図 2）では農民が軍と協力し、敵の襲撃に備え
る溝を掘っている姿を描いており、溝がすでに完成
した部分には銃剣を携えた兵士たちが移動用通路と
して使用し、後方にも砲兵や大砲が配されている。
その他の作品として、後方に目を配らせながら若い
ロバに手榴弾を運ばせる農民や敵の使用する道や線
路を破壊しに向かう様子など戦争に協力・貢献する
人々が直接的に描かれるものが多い。また、一目では「戦時」とわからない状況の作品も
ある。一人の女性が機織りをする姿を描いた作品に「懸命に機織りをし、抗戦を堅持しよ
う」という標語が添えられ、単なる収穫や水汲みの様子にも「抗属（軍人の家族）のため
に～する」というタイトルがつけられ（図 3）、戦時下における軍民や地域の一致団結を示
す作品となる。 
 
図 1 黄再刊「団結して抗戦
を徹底しよう」 
『抗日戦争時期宣伝画』図 47、日
本軍が大きな拳（共産党・国民党）
２つに殴られている。 
図 2 黄山定「平地を濠の交通網に
し、敵の機械化部隊の動きをとめる」
『抗日戦争時期宣伝画』図 89 
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③日独伊の侵略行為       
これまで、戦時期の漫画を取り上げる著書や漫画資
料集ではこの③項に属する作品群を中心に掲載するも
のが多かった。その中でもとりわけ日本軍の侵略行為
やそれに対抗する中国側の軍人及び人民の姿を描いた
作品を提示して、当時の宣伝工作における漫画の諷刺
性や攻撃性を解説する内容が主であった。張仃「獣行」
（図 4）は『抗戦漫画』誌の表紙として発表された代
表的な漫画作品である。画面いっぱいに大きく描かれ
た日本兵は血塗られた短剣を口にしながらも満足げに
薄笑いを浮かべる。その足元には息絶えた全裸の中
国人女性が倒れこみ、無下に踏みつけられる。こと
．．
を終えてから、ベルトを締め直す日本兵の後方には
火が放たれた民家から黒煙が上がる。その他、日本
軍による残虐行為を描くものは多いが、か弱い女性や乳
幼児が危害を被る表現は非常に煽情的な作風で印象に残
る。一方で、（図 1）同様に日本軍の侵略行為に対抗する
軍人や民衆を描く表現も抗戦の士気を高める漫画として
多く描かれている。 
 
④延安におけるよくない現象 
 これらの作品は決して中国共産党への直接的な批判に
つながるものではなく、当時の世相・社会問題などを反
映した内容を指す。古元「減税」（図 5）は農民たちが地
主に対して土地使用料の負担減を訴える抗議の場面を描
いた。一致団結が必要な戦時にも存在した階級の問題や
その他、現地の衛生問題や食事配給などに係る題材も描
かれた。 
 一方、同時期における国民党統治区では、1938 年 10
月、重慶に拠点が移って以降に国民党政権の文化統制が
厳しくなり、漫画誌の発行が抑えられ、新聞に掲載され
る作品の数が激減していった4。これらの統制は国民党
側が漫画の効果・威力を認め、先の①項で挙げた自身
への「消極姿勢」の批判につながることを恐れた証拠
                                                  
4 陶少藝『抗戦漫画運動研究』広西師範大学碩士研究生学位論文、2002 年、p18 
図 3 黄山定「代耕隊が軍人家族
の春耕を手伝う」 
『抗日戦争時期宣伝画』図 115 
図 4 張仃「獣行」 
『抗日戦争時期宣伝画』図 3 
図 5 古元「減税」 
『抗日戦争時期宣伝画』図 110 
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と見なせるかもしれない。漫画家を含む、多くの知識人は国民党統治区から共産党統治区
（延安）へと移動して「抗日」への協力に邁進した5。 
 日本占領区においても国民党統治区同様、文化統制や漫画家の共産党統治区への集中移
動などにより、優秀な漫画家を集めることが難しかった6。他方、日本側に抵抗する漫画創
作の地下活動なども確認できなかったため、今回は『北京漫画』に絞って一次資料とし、
日本占領区における漫画創作活動の一端を考察する。 
 
２．中国における『北京漫画』評 
現在、中国において日本占領区で発行された漫画雑誌やその所収作品に言及する資料・
文献を入手することは非常に困難であるが、その雑誌への評価などを探すこともまた同様
に難しい。今回調査する『北京漫画』に関してもその例外ではなく、中華民国期における
出版物の総目録であり、文化・美術分野を押さえている北京図書館編『民国時期總書目
（1911-1949）文化科学・芸術』書目文献出版社、1994 年を確認しても『北京漫画』誌の
名は見当たらない。 
中国漫画に関連する事項を解説する美術辞典のうち、現在まで最も有用かつ詳細である
と思われる西丁主編『美術辞林・漫画芸術巻』にはかろうじて以下のような解説が添えら
れている。 
 
【北京漫画】漫画月刊。武徳報社編集発行。住所は北京王府大街 
117 号、1940 年創刊で、毎月１日出版。日本侵略時期に汪精衛 
偽政府が統制した刊行物で、目的は日寇の中国侵略政策に奉仕す 
ることである7。 
 
しかし、辞典中、他誌については各雑誌の特徴のほか、雑誌に収められた個々の作品の
鑑賞文やその漫画家についての解説までも加えられることが多いのに対し、『北京漫画』誌
については出版元・創刊年などと併せて「汪兆銘（汪精衛）政権統制下の刊行物である」
という簡単な説明があるのみで、その文字数・分量は他誌の解説に比して、1/3～1/4 にす
ぎない。 
 
また、今回使用する影印資料の前書き部分にある「資料紹介」は『北京漫画』の大きな
特徴とも言える「汪兆銘政権下の刊行物」という点に触れていない。 
   
                                                  
5 蔡若虹や華君武などの国統区にいた多くの漫画家がこの時期に延安へと移動した。1938 年 5 月―8月
で武漢・西安などから延安に 2288 人、移動した知識分子は数年で 40000 人いた。羅長春「延安時期諷
刺漫画的転向」『江蘇大学学報（社会科学版）』2008 年第 1期、p70 
6 小林英夫『日中戦争と汪兆銘』吉川弘文館、2003 年、p153 
7 西丁主編『美術辞林・漫画芸術巻』陜西人民美術出版社、2000 年、pp608－609 
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『北京漫画』月刊。北京武徳報社編集・発行。２巻１期から 
４巻９期まで現存。欠号やや多し。この雑誌は漫画の形式で 
事件や人物を紹介しており、内容は政治・時事・風俗などの 
方面に渡る。漫画作品を主とし、漫画理論・漫画文学・漫画 
講座及び漫画情報なども掲載する8。   
 
上記のように、『北京漫画』に関する情報はいずれも何かしら抜け落ちた、あるいは排除
された形で提示されている。 
また、中国国内では『北京漫画』に言及する研究が少なく、汪兆銘政権の新聞統制や雑
誌調査等のメディア研究の一部に『北京漫画』という名称を単に取り上げるものが有る程
度である。これは決して『北京漫画』が資料としての価値が低いからではなく、政治的に
中国国内での取り扱いが難しいことを象徴するものと考える。 
 
３．『北京漫画』出版と日本人漫画家  
『北京漫画』は北京の武徳報社で発行された。武徳報社は日本軍部統制下にあり、当時、
体育新聞『武徳報』などを日本軍報道部の委託で出版していた。また、それに伴う中国共
産党統治区でのスパイ活動にも取り組んでいたという9。  
  汪兆銘政権は成立直後から日本軍部の意を汲んだメディア規制を実施しており、1940
年には「全国重要都市新聞検査暫定実施方法」で「平和反共建国」に違反する一切の宣伝
を防止するとし、1941 年は「抗日及び共産主義に関する図書新聞雑誌等の処置方法につい
て」により、「抗日・共産主義・社会主義・マルクス主義」に関わる、あらゆる新聞・雑誌・
図書等を発禁とした10。 
 このような状況下、日本軍部統制下の『北京漫画』になぜか日本のプロレタリア漫画家
たちが携わっていく。 
日本を代表するプロレタリア漫画家・柳瀬正夢（1900－1945）はこの時期、油絵時代（1934
－1945）と評され、本人は漫画創作をしていないのだが、後輩の漫画家たちに『北京漫画』
創刊への協力を依頼していた。 
 
大田さんが『カリカレ』を始めた頃、柳瀬は「近く中国で 
『北京漫画』という雑誌を出すので君行ってくれないか」と 
頼まれたが「子どもが病気で駄目だ。小野沢はどうだろう」 
                                                  
8 姜亜沙編『民国漫画期刊集粹』第 1巻、冒頭の資料紹介・影印前言（三） 
9 共産党統治区の新聞を収集し、その形式をまねて新聞を作成し、それを再び共産党統治区に戻って紛
れ込ませ、相手を撹乱させる活動などを行った。郭貴儒・陶琴「日偽在華北新聞統制述略」『民国档案』
2003 年第 4期 
10 実際の取締の例として、1940 年『華美晩報』において反日の文言があり、租界工部警務処からの通報
で停刊 3週間となった。姚福申・葉翠娣・辛曙民「汪偽新聞界大事記（上）」『新聞與伝播研究』1989
年第 4期 
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と言うと、「彼は駄目だ」と断ったという。その後、大田さ 
んは『カリカレ』を発行しながら、1938 年 10 月に満洲へ行 
っている。そして、『カリカレ』同人の久米宏一が 1939 年 
に北京へ渡り、翌年 3月に『北京漫画』は創刊された11。 
 
柳瀬が声を掛けたのは大田耕士という諷刺雑誌『カリカレ』編集の中心人物であった。
『カリカレ』は 1938 年創刊（～1941 年 3 月最終号）の東京漫画研究所機関誌であり、大
田耕士・松下井知夫・小野澤亘・久米宏一の 4 人が発行・編集の中心に携わっていた。当
時、日本の漫画界は戦況とともに自由な創作が困難となり、当局による既存の漫画団体へ
の締め付けも厳しく、漫画が国策宣伝へと組み込まれていく大きな流れが出来ていた。当
然のごとく、権力に抗する作品が主となるプロレタリア漫画家は執筆禁止や逮捕・投獄の
憂き目にあったが、『カリカレ』誌だけは「プロレタリア漫画受難の時代にあって、漫画誌
としては最後の抵抗を示した雑誌12」と評されるように、最後まで抵抗の姿勢を見せてい
た。 
 
戦時中の漫画による抵抗として忘れてならないのは、十三年 
五月の大田耕士、松下井知夫、小野澤亘、久米宏一らの「カリ 
カレ」の創刊であった。その中心となった大田は、十六年には、 
不穏思想の持主ということで検挙された。松下はやがて大田と 
袂をわかち、小野澤、久米は北京へいき、「北京漫画」をだし 
たが、これは日本と現地の反国民党、反共産党系中国漫画家と 
の合作雑誌であった13。 
 
柳瀬正夢が大田耕士に参加を促すが、大田の現地における具体的な関与は確認できず、
『北京漫画』の実質的な創刊・編集には『カリカレ』誌の初期メンバー4 人のうち、小野
澤亘と久米宏一のみが携わったとみられる。柳瀬正夢も『北京漫画』創刊前後に訪中はす
るものの、同誌には全く関わらなかったという14。 
『北京漫画』創刊の過程については資料も乏しく詳細は不明であるが、左翼雑誌を編集
していた彼らが日本軍統制下の『北京漫画』に立ち会う契機の一つを小野澤の手記に見る
ことができた。 
 
1937 年、日本天皇制国家権力は中国に対して侵略戦争を発動 
                                                  
11 片寄みつぐ「柳瀬正夢と『北京漫画』」『季刊諷刺画研究』第 46・47 号、2004 年、ｐ12。引用 1行目
の「柳瀬は」は原文通り記載したが、文意から「柳瀬に」の誤記と考える。 
12 石子順『日本漫画史（上巻）』大月書店、1979 年、p173 
13 須山計一『日本漫画 100 年』芳賀書店、1968 年、p156 
14 片寄みつぐ、前掲書、ｐ13 
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し、国内においても、まずその矛先を唯一侵略戦争に反対して 
いる日本共産党とその擁護者のプロレタリア芸術運動に向けた。 
この運動に参加していた人々が直面したのは日本共産党の指導 
を失ったばかりでなく、警察の監視が非常に厳しく、生計を立 
てる仕事を探すことさえも困難なことであった。 
1939 年、わたしが中国に来た目的は、半分は食いぶちを稼ぐ 
ことで、もう半分は中国共産党の活動を見ることを望んだから 
である15。 
 
 小野澤の訪中の目的は漫画家にとって苦しい状況にある日本を脱出し、「食いぶち」のあ
てを探すことにあったと述べる。訪中後、彼は北京の『興亜』という交通関連の雑誌編集
に携わるが、この仕事を手配してくれたのは柳瀬正夢だったという16。そこで大田同様に
改めて柳瀬から『北京漫画』への誘いを受けたかは不明だが、『興亜』誌を離れた後、同じ
く中国に来ていた久米宏一の誘いを受けて『北京漫画』に参加する。 
 『北京漫画』は編集方針や漫画家の創作内容に関して軍部から度々介入があった。小野
澤や久米の同誌での活動にも世相描写が暗いなどと批判され、出先官憲の監督下におかれ
たという17。その一方で、彼らは軍部及び上司に屈するばかりではなかった。 
 
    久米は私より下の世代であるが、正義感に満ちた男である。 
『北京漫画』に執筆する画家たちが日本人と反動的な中国人 
上司の圧力を受けたとき、久米はいつも漫画家たちを代表して 
抗議しており、漫画家たちの信頼も厚かった18。  
 
 これらの抗議が創作や編集の方針に関するものか、あるいは待遇などに関するものかわ
からぬが、創作現場の意志を守るべく、彼らが上層部との折衝を重ねていた様子がうかが
える。また、久米や小野澤の他の言動からも『北京漫画』に在籍しながら、軍部統制には
なじまずにいたことがわかる。以下、久米宏一が軍に召集された際に行われた彼の壮行会
での様子である。 
 
久米が立ち上がって私をみなに紹介し、驚くことに久米は漫画家 
たちに私を紹介する際、「彼は共産主義者です」と言ったのである。 
みな、急に私の顔を見て、藤原英比古も顔を真っ青になった。日本 
軍占領下の北京でこの種の発言は極めて危険であったのだが、久米 
                                                  
15 小野澤亘、「我対華北電影隊的回憶」『新文化史料』1988 年第 1期、ｐ49 
16 小野澤亘、前掲書、ｐ50 
17 石子順『日本の侵略 中国の抵抗』大月書店、1995 年、ｐ147 
18 小野澤亘、前掲書、ｐ50 
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の発言が漫画家たちと私の初対面の距離を一気に縮めてくれた19。 
  
 久米が戦地に向かった後、小野澤はその職務だけでなく、久米の反骨精神をも引き継ぐ。
小野澤は紹介を受けて『北京漫画』誌にやって来た中国人漫画家たちに対して「日本は必
ず負けるし、国民党は信用できない。もし私が中国人だったら直ちに八路軍に参加する」
という発言をしていたという20。 
これらの言動は『北京漫画』の編集に影響したのだろうか。当該誌は中国人の手による
華文雑誌であるため、日本人である彼らが創作の前面に出ることはない。しかし、彼らの
編集意図、ひいては漫画観のようなものが誌上に滲み出ることは必至である。 
次に、彼らが現場でどのように創作・編集と宣伝工作・指導との折り合いをつけていた
か実作を通して考察する。 
 
４．『北京漫画』掲載漫画・図版21について 
 『北京漫画』に掲載された漫画・図版につき、それぞれ当時の政情を反映した「政治諷
刺漫画・図版」（4－1）と、それ以外の「非政治諷刺漫画・図版」（4－2）とに 2大別して、
以下にその特徴を挙げてみたい。  
 
 4－1：「政治諷刺漫画・図版」 
 ここに分類される漫画・図版は主に日本軍部及び汪兆銘政権のプロパガンダとして利用
された作品群である。特に「親日反共」・「平和建国」などの宣伝に沿う内容を多く含み、
漫画の武器となる諷刺性や攻撃性に重きを置かれる。また、それ以外にも、中国大陸にお
ける日本軍の活躍や日中間の政治家交流など幅広い表現内容やテーマも見受けられる。こ
れらの図版が掲載される位置は主に「時事報道漫画」欄であり、日本関連の描写だけでも
別表の通り、ほぼ各号で「親日反共」・「平和建国」に関連する作品が確認できる。（別表『北
京漫画』主な日本関連図版）  
 
別表：『北京漫画』主な日本関連図版 
掲載号 タイトル・作者 日本描写 中国描写 
（第 2巻） 
第 1期 
一九四〇年大事記·李銀鳴 政治家（スーツ、ワイ
ン）、米内内閣、日本
国旗 
 
第 2 期 時事報導漫畫·李銀鳴 松岡洋右外相  
第 5 期 時事報導漫畫·李銀鳴 政治家  
                                                  
19 小野澤亘、前掲書、ｐ51 
20 同上 
21 特に「漫画」と規定されて掲載されていないスケッチやイラストなども「図版」として含む。 
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第 7期 絕除中共巨毒·靜光 刀、和装 双頭の毒蛇 
第 8期 華北匪共一網打盡·大師 大きな網（「中日団
結」）、男性 
魚 
第 10 期 日本人物誌・呂風 燕尾服の事務員、バス
切符販売員、おばあさ
ん、化粧前の芸妓 
 
第 11 期 時事報導漫画 日本兵 鄭州 
第 12 期 國內外時事報導漫畫 砲台・砲弾・軍隊 英租界 
（第 3巻） 
第 2期 
國內時事報導漫畫 
 
重光葵  
第 3 期 國內時事報導漫畫 日本兵・皇太子（靖国
神社参拝） 
 
第 4 期 國內外時事報導漫畫 潜水艦、戦車  
第 7 期 時事報導漫畫 日本軍  
第 9 期 時事漫畫 広田特使（久米宏一・
中條眞一作画） 
 
第 10 期 時事報導漫畫 日本軍機  
第 11 期 時事報導漫畫 日本軍 国民党軍、共産党の
人物 
表紙 爆弾（日の丸）  第 12 期 
呂鳳速寫 父と娘（幼児）、母と
娘（晴れ着） 
 
（第 4巻） 
第 1期 
時事報導漫畫 
 
日の丸、砲弾、軍艦、
戦闘機、旭日旗 
国民党旗 
 
第 2 期 時事報導漫畫 日本国土、日本兵、戦
闘機、雑誌社社長 
汪兆銘（タキシー
ド）、民衆 
第 3期 時事報導漫畫 中日協力寂滅英
美 
重石、軍人、海上に浮
遊する爆弾 
重石、海上に浮遊す
る爆弾 
第 4期 時事報導漫畫 日本兵、日の丸 旗をふる民衆 
時事報導漫畫 加藤華北派遣軍報道
部長、爆撃（破裂後の
煙）、戦闘機 
共産党軍 第 6期 
美國走向何處去?·上海馬庫斯 太陽  
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第 7期 時事報導漫畫 山本五十六、戦闘機  
時事報導漫畫 大きな手（旭日旗腕
章）、斧（国旗付） 
 
不容英美經濟侵略東亞·金子 大きな日本兵（鎖を持
つ） 
港 
東亞為東亞人之東亞斷不容英
美置啄立足·呂日 
拳銃を持つ手（国旗腕
章） 
 
第 8 期 
新生的中國·宋元 砲弾 国土 
表紙 大きな手（国旗） 大きな手（国旗） 第 9期 
時事報導漫畫 
 
手（国旗腕章）・爆弾
（国旗付） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 7  大師「華北の匪賊共産党を一網打盡」 
 
以下、この分類に属する特徴的な作品 3点を挙げておく。 
 
①静光「中国共産党の巨毒を絶つ」『北京漫画』第 2巻第 7期、1941 年（図 6） 
 中国大陸における日本人の活躍ぶりに焦点を当てた作品である。中国共産党を「鎌首を
上げて攻撃を加える双頭の毒蛇」として描き、それを成敗しようと果敢に立ち向かう「剣
士」こそが日本人である。 
 
②大師「華北の匪賊共産党を一網打尽」『北京漫画』第 2巻第 8期、1941 年（図 7） 
 こちらも中国共産党を打倒する表現内容であるが、日中の協力が謳われている。タイト
ルにある「一網打尽」の通り、中日団結と書かれた大きな「網」が雑魚のような共産党の
図 6 静光「中共の巨毒を絶つ」 
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群れを一気に捕らえている。 
 
③「日本潜水艦が米国大陸へ砲撃中」     
『北京漫画』第 3巻第 4期 1942 年 
（図 8） 
 中国共産党以外にもアメリカやイギリ
スなど他国への批判もよく描かれる。ま
た、この作品は単なる戦時のスケッチで
あるが、同誌「（國内外）時事報導漫畫」
頁内にはこのようなスケッチが頻繁に登
場する。デフォルメもないため、ある種、報道写真の役割も担っている。 
 
 『北京漫画』における「政治諷刺漫画・図版」を確認すると、やはり美術辞典『美術辞
林・漫画芸術巻』や日本占領区のメディア研究の一部で示されたように、日本軍部や汪兆
銘政権の宣伝工作に適う創作活動は行われている。しかし、それは中国共産党統治区にお
ける漫画表現とやや色合いが異なっていた。 
共産党統治区における漫画表現では、日本軍の侵略行為に関する描写が極めて残虐に描
かれ、作品に触れた者の怒りや憎しみを増幅させる力に満ちていた。他方、『北京漫画』で
は共産党側を残虐に描く素材が無いことも要因であろうが、それほど煽情的な諷刺漫画は
なく、流血などを伴う戦時の生々しい描写は皆無と言える。 
一つ一つの作品における諷刺性・攻撃性も弱く、これらの調整は日本人漫画家に限らず、
中国人を含めた現場サイドが意図的に行っているものと考える。 
 諷刺の質的な問題の他、量的な問題も顕在する。誌上全体における漫画・図版の割合と
して「政治諷刺漫画・図版」の占有率は低く、次項に挙げる「非政治諷刺漫画・図版」の
数分の一から十数分の一程度の数である。 
これら『北京漫画』に見られる「政治諷刺漫画・図版」の攻撃の質と量の加減こそが、
日本軍部の指導を切り抜けてきた証、または成果なのである。 
  
4－2：「非政治諷刺漫画・図版」 
 これらは政治諷刺漫画の要素を含まない漫画・図版を指すが、日中戦争の時期に発行さ
れた漫画誌において、『北京漫画』ほど政治色を含まぬ漫画や図版が多用された漫画誌はな
いかもしれない。『北京漫画』全体の誌面における漫画や図版の分量だけで見れば、「非政
治諷刺漫画」は「政治諷刺漫画」の数を大きく上回る。内容も戦時を忘れさせるようなも
のが多く含まれ、バラエティーに富む。これらは漫画の諷刺性や攻撃性ではなく、その娯
楽性を重視するのが現場の方針だったはずである。 
以下、特徴的な作品を 3つ例示する。 
図 8 「日本潜水艦が米国大陸へ砲撃中」
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 ①呂鳳「日本人物誌」『北京漫画』第 2巻第 10 期 
（図 9） 
 「友好国」日本の市井に生きる庶民をスケッチしており、
一種の異文化紹介となっている。戦時の中国にあっては見え
ないが、軍人以外にも自分たちと変わらぬ日本人がそこにい
ることを伝えている。（イラストの紹介はそれぞれ、右上：高
等特殊学生、右下：宝塚の少女とその制服、左上：お腹の冷
えを嫌がる作業員、左下：ある会社の重役） 
  
 ②懸賞漫画課題『北京漫画』第 3巻 2期（図 10） 
その入選者発表『北京漫画』第 3巻第 4期（図 11） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 10 は読者から漫画のオチを募集して、入選者に懸賞金を授与するという読者参加欄の
出題である。今回の内容は男性が子犬に追いかけられ、逃げ惑う。ついに頭を抱えたその
結果、4コマ目（？のマーク）でどのようになったのかを答えてもらうのである。図 11 は
後日発表された上位入賞者の作品である。上段が
1位で、下段が 2位である。 
 この他にも、素人参加の漫画投稿欄を設けるな
ど読者へのサービスにこだわった企画があり、娯
楽性重視の一端が垣間見える。 
 
 ③馬格玥「春を味わう」『北京漫画』第 3巻第 3
期（図 12） 
 いわゆる「“色情（＝エロ）”漫画」である。中国語の原題「玩春」は白居易の七言律詩
図 9 呂鳳「日本人物誌」
↑図 10 懸賞課題漫画 
       図 11 その上位入選者作品→ 
図 12 馬格玥「春を味わう」 
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に「江亭玩春」があるように、季節の「春」を詠うものであるが、ここでは性欲を表す「春」
とかけている。仰向けに横たわる豊満な女性の裸体を春山に見立てたか、数人の男があち
こちで「春」を満喫している。 
 当時、日本占領区における文芸作品の中には「色情」的な内容を含むものが多く見られ、
現地中国人の手に渡っていた22。図 12 以外にも「男女の恋愛事情」や「金と女」などを題
材とした作品が頻出する『北京漫画』について、天津の漫画家たちによる誌上座談会でそ
の点が言及されている。 
 
    （「『北京漫画』の問題点はどこか」という問いに対して） 
穆家麒…純粋な政治漫画或いは時局漫画が足りず、エロ漫画の量が 
多すぎる。手法は少し前の上海の作家を踏襲するものが比較的多い23。 
 
穆氏の指摘は裏を返せば、これは『北京漫画』の時事や政情に拘らない姿勢を端的に証
明するものである。また、穆氏が例示した「手法は少し前の上海の作家」とは 1920 年代後
半～1930 年代に上海で出版された『上海漫画』や『時代漫画』の作家を指すのであろう。
これらの漫画誌は政治諷刺漫画の他にも、ナンセンス漫画やエロ漫画、最新の流行事情や
ファッションの紹介、世界の女性ヌードまで取り入れる娯楽性を重視しており、穆氏はそ
の誌面の雰囲気に『北京漫画』を重ねている。 
また、『北京漫画』誌では漫画における「色情」の要素を肯定的に捉える文章も発表され
ており、「人々に『色情』の需要があるからこそ、『色情漫画』の愛好も生まれる」・「わた
しは色情に反対せず、色情漫画にも反対しない。ただ我々は『色情漫画』の正確な意識と
表現方法を検討しなければならない」などと、その排除排斥ではなく、どちらかというと
その可能性を視野に入れている24。 
この他、日本漫画（岡本一平など）や漫画理論の紹介、ナンセンス漫画や集団創作など、
「政治諷刺漫画・図版」の幅に比べて、多様な内容を盛り込んでおり、『北京漫画』の重点
が「非諷刺漫画・図版」にあったことは明らかである。 
  
結びにかえて 
 
これまで政治的或いは資料的な理由から中国漫画史において語られることの少なかった
日本占領区での漫画創作について、『北京漫画』をテキストにその特徴を考察した。『北京
漫画』の創刊・編集に関しては日本人漫画家たちの戦時下での漫画観が一つの軸となり、
中国共産党統治区では存在しえない漫画誌を展開していった。その立脚点は「娯楽性重視」
                                                  
22 色情的なテーマや題材が人民を惑わし、堕落させ、それらが日本軍部や汪兆銘政権の文化政策による
と指摘。陳言「抗戦時期淪陥区“色情文学”新探」『抗日戦争研究』2002 年第 1期、pp52－67 
23 「天津漫画家座談会」『北京漫画』第 3 巻第 4期 
24 端木静「論色情漫画」『北京漫画』第 2 巻第 11 期 
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である。 
プロレタリア漫画家であった彼らは諷刺雑誌に対する検閲や発禁のあおりを受け、戦時
期・日本での活動が困難になり、この新天地・北京にやって来た。しかし、日本軍部直轄
である現場では、軍や上司とぶつかることもあるが、独自の誌面を創造すべく、中国人の
手による漫画誌としての充実を図っていった。戦時下の漫画については空疎な力みだけが
目立ち、科学性や人間性もなく、作者が無理にひねりだしたようなものが多いと言うが25、
こと『北京漫画』に限れば、「必要最低限の宣伝工作」など一定の制限をクリアしつつ、漫
画家としての様々な可能性や使命を日中双方の関係者がそれぞれ模索していたのだろう。 
最後に、当時の彼らにとって『北京漫画』とは何だったのかが伺える言葉を挙げておく。 
 
『北京漫画』は現在新中国で唯一の純粋漫画雑誌である。北京 
で幸いにもこのような雑誌が漫画愛好者の眼前に提示できるとい 
うのは、漫画に携わる作者が癒される精神の拠り所である26。 
 
『北京漫画』の現場に関わった日中双方の漫画家はその娯楽誌としての成功を目指すと
同時に、戦時下におけるその活動が自身の精神的支柱になっていたと言えるだろう。 
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